
　奥川新町集落に、珍しい大きな石
せきぼう

棒と石
いしざら

皿が遺
のこ

されています。石棒の一つは半分程が欠損してい

ますが、円筒形で長さが約 19㌢、直径が約 9㌢

あります。もう一つの石棒は長さが約 20㌢、直

径が 12㌢ほどです。また、石皿は割れて半分の

みが残っています。ふちどりがあり、中央部分に

こぶし大ほどの凹部が見られます。石皿は足付き

で高さが 8㌢ほど、幅が約 16㌢、奥行が約 26㌢
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石棒[手前が長さ19㌢×直径９㌢]

石皿 [ 高さ８㌢×幅 16㌢×奥行 26㌢ ]
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あります。この石棒・石皿は旧奥川中学校跡地周辺の「新町遺跡」か

ら発見されたもので、新町集落が大切に保管しています。石棒や石皿

は、町内では野沢地区の３カ所、尾野本地区の１カ所、奥川地区の新

町・小屋集落の２カ所と合わせて６カ所から発見されています。いず

れも縄文時代中期（今から約 5500 ～ 4500 年前ごろ）のものといわ

れています。

　この時代は、広場を囲んで敷石のある竪
たてあな

穴住居が建ち、集落がつく

られた時代であったといわれています。栗やクルミなどの木の実・山

菜・キノコなどを食料とするほか、森に棲
す

む野うさぎなどを力を合わ

せて狩り、奥川の清流に棲む魚を捕り食料にする生活であったので

しょう。石皿は木の実を粉にしたり練ったりするための用具であり、

動物の骨などを砕く際にも使われたと考えられています。また、独特

の形状をもつ石棒は集落の子孫繁栄・豊かな実りなどを願う信仰的な

意味をもって作られたといわれています。
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　いずれにしても、奥川谷では、豊かな自然の恵みとともにある暮らしが古い時代から続いているの

です。 参考文献　『西会津町　続編第壱集　縄文・弥生式文化遺跡』


